
頁 編 章 節 項 項細 誤 正 備　考 更新日

66 1 1 4 2

⒞・・・なお、品質性能を証明する資料の整備
は、受注者が「標仕」第1 編1.4.5（機材の検
査等）の⑴に規定する監督職員の検査を・・・
にさせる。

⒞・・・なお、品質性能を証明する資料の整備
は、受注者が「標仕」第1 編1.4.4（機材の検
査等）の⑴に規定する監督職員の検査を・・・
にさせる。

R7/11/6

85 2 1 2 2

⒝　表示及びブザー

⑵　各種表示等は、「標仕」第2 編表 2.1.7
（表示等）により設ける。

⒝　表示及びブザー

⑵　各種表示等は、「標仕」第2 編表 2.1.3～
5（表示項目等）により設ける。

R7/11/6

87 2 1 2 2

🄒🄒　入力端子及び出力端子

(2)エネルギー管理用の運転情報出力端子
・・・情報（エネルギー管理用運転情報）出力
端子を表1.2.7 に示す。

🄒🄒　入力端子及び出力端子

(2)エネルギー管理用の運転情報出力端子
・・・情報（エネルギー管理用運転情報）出力
端子を表1.2.2 に示す。

R7/11/6

194 2 2 4 8

⑵　ユニット形空気調和機、・・・。ここ
で、落差とは、封風が切れない深さを確保する
ことで逆流しないための水深を意味する。

⑵　ユニット形空気調和機、・・・。ここ
で、落差とは、封水が切れない深さを確保する
ことで逆流しないための水深を意味する。 R7/11/6

369 3 1 3 0

表1.3.6　冷凍機の「標仕」適用一覧と製品範
囲　　（　）内数値は概略の目安を示す。
チリングユニット
空気熱源ヒートポンプユニット
スクリュー冷凍機

表1.3.6　冷凍機の「標仕」適用一覧と製品範
囲　　（　）内数値は概略の目安を示す。
空気熱源ヒートポンプユニット
水冷チリングユニット
スクリュー冷凍機

別図による

R7/11/6

373 3 1 3 1

⒢　附　属　品
⑴　圧　力　計
｢標仕｣では、冷凍能力が60kW未満のもので、制
御盤にて容易に圧力確認する機能を・・・

⒢　附　属　品
⑴　圧　力　計
｢標仕｣では、法定冷凍トン50トン未満のもの
で、制御盤にて容易に圧力確認する機能
を・・・

R7/11/6

404 3 1 5 1

⒜　「標仕」適用区分

「標仕」では、圧縮機用電動機出力11kWを超え
るものについて規定している。

⒜　「標仕」適用区分

「標仕」では、定格冷却能力が60kW以上につい
て規定している。

R7/11/6

434 3 1 8 0

⒜　フィルターの種類

表1.8.2　フィルターの種類
   種類　　中性能（中）フィルター

⒜　フィルターの種類

表1.8.2　フィルターの種類
   種類　　中性能フィルター

R7/11/6

438 3 1 8 5

(a)
(2)電気集じん器（パネル形）− 寸法は、1.8.1 
 パネル形エアフィルターによる。
非再生式（特記）

(a)
(2)電気集じん器（パネル形）− 寸法は、1.8.1 
 パネル形エアフィルターによる。
再生式又は非再生式（特記）

R7/11/6

496 3 2 1 2

(b) 鋼製ボイラー
(1)施工図の検討
(ⅳ)・・・なお、「標仕」では、ボイラーの基
礎は運転時における全体質量の3 倍以上の長期
荷重に耐えられる基盤上又は構造計算で安全が
確認された基盤上に築造すると規定されてい
る。

(b) 鋼製ボイラー
(1)施工図の検討
(ⅳ)・・・なお、「標仕」では、ボイラーの基
礎は構造計算で安全が確認された基盤上に築造
すると規定されている。 R7/11/6

501 3 2 1 7

(a)施工図の検討
(3)・・・「標仕」では冷凍機の基礎は運転時
における全体質量の3 倍以上の長期荷重に耐え
うる基盤上又は構造計算で安全が確認された基
盤上に築造する。

(a)施工図の検討
(3)・・・「標仕」では冷凍機の基礎は構造計
算で安全が確認された基盤上に築造する。

R7/11/6

507 3 2 1 11

⑸　トラップ封水の深さと送風機の全静圧との
関係は適正か（第2編 第2章 第4節 表2.4.2
（空気調和機排水トラップ要領）参照）。

⑸　トラップ封水の深さと送風機の全静圧との
関係は適正か（第2編 第2章 第4節 表2.4.3
（空気調和機排水トラップ要領）参照）。 R7/11/6

600 5 1 1 2

(a)大便器
(3)大便器Ⅰ形・Ⅱ形
・・・・、1回の洗浄操作における排出量を言
う。洗浄弁の場合は、・・・・

専用洗浄弁方式の場合は、・・・・、1回の洗
浄操作における排出量を言う。

(a)大便器
(3)大便器Ⅰ形・Ⅱ形
・・・・、1回の洗浄操作における排出される
量を言う。洗浄弁の場合は、・・・・

専用洗浄弁方式の場合は、・・・・、1回の洗
浄操作における排出される量を言う。

R7/11/6
R7/11/7

602 5 1 1 3

⒝　材　　　料
⑵　保　温　材
・・・、排水管がビニル管の場合・・・

⒝　材　　　料
⑵　保　温　材
・・・、排水管が塩ビ管の場合・・・

R7/11/6
R7/11/7

668 5 1 7 4 R7/11/6
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926 資料6 6 1 4

表6.4.1自然冷媒の特性

　　　　　　 オゾン
　　　　　　破壊係数
      　　　 ＯＤＰ

表6.4.2自然冷媒の特性

　　　　　　オゾン層
　　　　　　破壊係数
      　　　 ＯＤＰ

R7/11/6



（別図）
369頁

 （誤） 表1.3.6　冷凍機の「標仕」適用一覧と製品範囲　　（　）内数値は概略の目安を示す。

（別図）

図1.3.6　冷凍機の「標仕」適用一覧と製品範囲　　（　）内数値は概略の目安を示す。



369頁

 （正）
表1.3.6　冷凍機の「標仕」適用一覧と製品範囲　　（　）内数値は概略の目安を示す。

※1　一般的に使用されている冷媒を示す。

図1.3.6　冷凍機の「標仕」適用一覧と製品範囲　　（　）内数値は概略の目安を示す。
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